
いちごドリルプリント

人類の出現と文明 名前

問1 紀元前3世紀に中国を初めて統一した秦の始皇帝が行った政策について、その内容として正しいものはどれですか。 （2017年 大阪府公立入試 類似）

1. 科挙の制度を整え、家柄にとらわ
れず優秀な人材を官吏として採用し
た。

2. 文字や貨幣の統一を禁じ、各地の
伝統的な文化や経済の自立を促した
。

3. 万里の長城を修築し、北方の遊牧
民族の侵入を防ごうとした。

4. シルクロードを通じた西方との貿
易を独占し、仏教を国教とした。

問2 アフリカ州の多くの国で見られる、緯線や経線に沿った「直線的な国境線」について、その特徴を説明した記述として正しいものを次の中から
選びなさい。 （2021年 奈良県公立入試 類似）

1. 植民地時代の支配国が、現地の合
意を得ることなく地図上で便宜的に
引いた境界線に基づいている。

2. アフリカ諸国が独立する際、民族
紛争を避けるために伝統的な居住区
を尊重して引いた線である。

3. 自然国境と呼ばれ、大規模な農地
開発を行うために地形に合わせて人
工的に整えられたものである。

4. レアメタルなどの地下資源が地層
に沿って直線状に埋蔵されているた
め、その分布に合わせて引かれた。

問3 1949年、群馬県の岩宿遺跡において関東ローム層の中から打製石器が発見されたことにより、日本列島に存在したことが初めて証明された時代
を何というか。 （2021年 和歌山県公立入試 類似）

1. 新石器時代 2. 弥生時代 3. 旧石器時代 4. 縄文時代

問4 ローマ教皇を頂点とするキリスト教の宗派で、中世ヨーロッパにおいて、教会の組織を通じて政治や人々の生活など、社会のあらゆる面に多大
な影響力を及ぼした組織を何といいますか。 （2021年 徳島県公立入試 類似）

1. 仏教 2. プロテスタント 3. カトリック 4. 正教会

問5 古代文明において使用された文字やその特徴に関する記述として、チグリス川・ユーフラテス川流域の文明に該当する説明を選びなさい。
（2020年 大阪府公立入試 類似）

1. 粘土を固めた板の上に、尖ったペ
ンで三角形の跡を組み合わせるよう
にして文字を記録した。

2. パピルスと呼ばれる植物から作ら
れた紙のようなものに、鳥や太陽の
形を模した文字を書いた。

3. 牛の骨や亀の甲羅に文字を刻み込
み、主に政治のゆくえを占うために
利用した。

4. 正方形の印章（スタンプ）に、動
物の図像とともに刻まれたが、現在
も解読が進んでいない。

問6 世界の四大文明は、アフリカのナイル川、南アジアのインダス川、東アジアの黄河や長江といった大河の流域で成立しました。これらの文明が
大河の周辺で発展した理由について、当時の社会の仕組みの観点から説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2018年 高知県公立入試 類似）

1. 大規模な灌漑や治水工事を行うた
めに、人々を効率よく組織し、まと
め上げる強力な指導者が現れて国家
が形成されたから。

2. 大河は他民族の侵入を完全に防ぐ
天然の壁となり、軍隊を持つ必要が
なくなったことで文化の研究に専念
できたから。

3. 河川の急流を利用した水車によっ
てエネルギーを確保し、それを用い
て青銅器や鉄器を大量生産する工業
化に成功したから。

4. 大河の周辺には、ピラミッドや巨
大な城壁などの石造建築物を作るた
めに必要な良質の石材が、世界で唯
一豊富に存在したから。

問7 日本の古代文化において、遠く離れたギリシャ文化の影響が指摘されることがあります。法隆寺の建築様式や金堂壁画に見られる、ギリシャ文
化とオリエント文化が融合した文化の影響について、その伝播の経緯を説明したものとして適切なものを選んでください。 （2022年 岐阜県公立入試

類似）

1. 十字軍の遠征によってヨーロッパ
に伝わったオリエントの技術が、大
航海時代の宣教師によって飛鳥時代
の日本へ紹介された。

2. 唐の時代に完成した水墨画の技法
が、ギリシャの遠近法と偶然一致し
たことで、日本の寺院建築の装飾と
して採用された。

3. 遣隋使や遣唐使が地中海沿岸まで
直接渡航し、古代ギリシャの写実的
な彫刻技法や絵画技法を直接日本に
持ち帰った。

4. アレクサンドロス大王の遠征を契
機に生まれた文化が、中央アジアの
仏教美術に取り入れられ、シルクロ
ードを経て日本へ伝わった。

問8 古代中国で成立した「殷」という国家に関する説明として、最も適切なものはどれですか。 （2019年 千葉県公立入試 類似）

1. 黄河流域におこり、亀の甲や牛の
骨に文字を刻んで記録を残した。

2. インダス川の流域におこり、計画
的な都市や排水施設をつくった。

3. ナイル川の流域におこり、ピラミ
ッドや神殿を建設した。

4. チグリス川・ユーフラテス川の流
域におこり、太陰暦や六十進法を生
み出した。

問9 紀元前5世紀頃の世界各地の統治形態を比較したとき、当時のギリシャにおける状況を説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2022年

大分県公立入試 類似）

1. ポリスと呼ばれる小規模な都市国
家が数多く成立し、それぞれが独立
して統治を行っていた。

2. ピラミッドを建設した王のように
、神の化身としての絶対的な権力を
持つ個人による統治が主流であった
。

3. 万里の長城などの大規模な土木作
業を国家の総力で指揮する、強力な
皇帝による統治が行われていた。

4. 有力な王や皇帝が広大な領土を一
括して支配する中央集権的な国家が
形成されていた。

問10 7世紀にアラビア半島のムハンマドが、唯一の神であるアッラーからの啓示を受けたとして開いた、神への絶対的な服従を説く宗教は何か、次の
中から選びなさい。 （2025年 千葉県公立入試 類似）

1. キリスト教 2. 仏教 3. イスラム教 4. 儒教

問11 弥生時代から古墳時代にかけての道具の使用目的や技術的特徴について、正しい説明を述べているものはどれですか。 （2018年 長野県公立入試 類似）

1. 稲作が始まったことで、土を耕す
ための道具として縄文土器が各地で
広く使われるようになった。

2. 狩猟や採集が中心の生活の中で、
食料を保存するために表面が硬い打
製石器が開発された。

3. 定住生活が始まったことで、木の
実を粉にするために、網目の文様を
つけた磨製石包丁が考案された。

4. 大陸から伝わった技術により、高
温の窯で焼かれた灰色で硬質の須恵
器が作られるようになった。

問12 日本列島の旧石器時代における人々の生活環境や道具について述べた説明として、最も適切なものはどれか。 （2021年 和歌山県公立入試 類似）

1. 大陸から稲作の技術が伝わり、大
規模な環濠集落が形成された。

2. 表面を磨いて形を整えた磨製石器
を使い、木を加工して家を建てた。

3. ナウマンゾウなどの大型の動物を
追い、移動しながら生活していた。

4. 土器を使用して食物を煮るように
なり、定住生活が始まった。

問13 西アジアのチグリス川とユーフラテス川の流域で発達し、現在のイラク付近に位置した古代文明において、粘土板に刻んで使われていた文字と
、月の満ち欠けに基づいた暦の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2017年 岩手県公立入試 類似）

1. 象形文字と太陰暦 2. 象形文字と太陽暦 3. くさび形文字と太陽暦 4. くさび形文字と太陰暦


